
「
物
づ
く
り
」「
人
づ
く
り
」「
未
来
づ
く
り
」で
業
界
活
性
化

「
三
大
事
業
」さ
ら
に
推
進

Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
行
ス
タ
ン
プ

総

会

ア
カ
デ
ミ
ー
は
新
展
開
へ

「
な
ら
で
は
の
価
値
」実
現

Ｊ
Ｔ
Ｂ


橋
社
長

グ
ル
ー
プ
再
編
を
説
明

橋社長

初の代議員総会となった第回通常総会

みやげみらい委員会・松岡委員長

みやげ塾の権代講師みやげ塾を受講した大久保氏の発表

来年の開催地、首都圏支部の代表 表彰式

アカデミー運営委員会・松井委員長

　
来
賓
で
出
席
し
た
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の

橋

広
行
社
長
は
、
「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ

『
な
ら
で
は
の
価
値
』
実
現
に
向
け

た
経
営
改
革
」
と
題
し
て
、
来
年
４

月
１
日
に
実
施
す
る
グ
ル
ー
プ
の
経

営
体
制
再
編
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

橋
社
長
は
「
２
０
１
６
年
度
は

大
幅
な
減
収
減
益
を
強
い
ら
れ
た
。

一
言
で
言
う
と
、
わ
れ
わ
れ
が
提
供

す
る
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
と
、
お
客
さ

ま
が
求
め
る
も
の
と
の
間
に
ギ
ャ
ッ

プ
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
環
境
の
変

化
に
対
応
で
き
て
い
な
い
」
と
自
ら

指
摘
。

　
大
都
市
へ
の
人
口
集
中
、
日
本
人

旅
行
者
の
減
少
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
急

進
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
化
な
ど

「
２
０
０
６
年
の
分
社
化
以
降
、
想

定
を
は
る
か
に
超
え
る
環
境
の
変
化

が
生
じ
て
い
る
」
と
し
て
、
そ
の

「
痛
切
な
危
機
感
」
か
ら
、
「
ギ
ャ

ッ
プ
を
埋
め
る
た
め
に
（
分
散
し
て

い
る
）
経
営
資
源
の
集
中
化
と
意
思

決
定
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
る
」

と
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
地
域
事
業
会
社
、

国
内
と
海
外
の
造
成
箇
所
な
ど
グ
ル

ー
プ

社
を
株
式
会
社
ジ
ェ
イ
テ
ィ

ー
ビ
ー
に
統
合
。
ジ
ェ
イ
テ
ィ
ー
ビ

ー
は
国
内
個
人
、
国
内
法
人
、
グ
ロ

ー
バ
ル
の
三
つ
の
事
業
ビ
ジ
ネ
ス
ユ

ニ
ッ
ト
を
設
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
事

業
戦
略
を
策
定
、
推
進
す
る
。

　
そ
し
て
「
デ
ジ
タ
ル
と
ヒ
ュ
ー
マ

ン
タ
ッ
チ
が
融
合
し
た
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
で
お
客
さ
ま
の
期
待
を
超
え
る

価
値
を
生
み
出
し
、
成
果
を
約
束
す

る
」
と
し
た
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ

「
な
ら
で
は
の
価
値
」
を
追
求
す
る

と
し
た
。

　

橋
社
長
は
今
回
の
グ
ル
ー
プ
再

編
を「
継
続
的
に
発
展
す
る
た
め
の
、

攻
め
の
経
営
改
革
」「
第
三
の
創
業
」

と
位
置
付
け
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
行
ス
タ
ン

プ
加
盟
店
連
盟
の
会
員
に
向
け
て

「
皆
さ
ま
と
手
を
携
え
て
、
厳
し
い

環
境
変
化
の
波
を
乗
り
越
え
て
い
き

た
い
」
と
し
た
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
行
ス
タ
ン
プ
加
盟
店
連

盟
（
河
合
徹
会
長
＝
岐
阜
県
・
美
濃

関
物
産
館
、
５
５
５
会
員
）
は
９
月


日
、
東
京
の
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

で
第

回
通
常
総
会
を
開
い
た
。
連

盟
の
三
大
事
業
「
日
本
お
み
や
げ
ア

カ
デ
ミ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
」
「
み
や
げ

塾
」
「
み
や
げ
み
ら
い
委
員
会
」
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
者
が
今

後
の
事
業
展
開
を
報
告
。
来
年
４
月

に
新
体
制
に
変
わ
る
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
は
さ

ら
な
る
連
携
を
確
認
し
た
。

　
総
会
は
理
事
以
上
の
役
員
と
、

「
日
本
お
み
や
げ
ア
カ
デ
ミ
ー
グ
ラ

ン
プ
リ
運
営
委
員
」
「
み
や
げ
み
ら

い
委
員
会
委
員
」
ら
本
部
委
員
に
よ

る
代
議
員
総
会
と
し
た
。
全
員
参
加

の
総
会
と
代
議
員
総
会
を
隔
年
で
行

う
こ
と
が
２
０
１
５
年
の
総
会
で
決

ま
っ
て
お
り
、
今
回
は
初
の
代
議
員

総
会
と
な
っ
た
。

　
総
会
で
は
２
０
１
７
年
度
事
業
計

画
、
予
算
案
を
審
議
。
２
０
１
７
年

度
（
２
０
１
７
年
７
月
～
２
０
１
８

年
６
月
）
は
、
見
直
す
こ
と
が
決
ま

っ
て
い
る
「
日
本
お
み
や
げ
ア
カ
デ

ミ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
」
の
実
施
内
容
の

さ
ら
な
る
検
討
や
、
「
み
や
げ
み
ら

い
委
員
会
」
「
み
や
げ
塾
」
の
継
続

実
施
が
決
ま
っ
て
い
る
。

　
　
　
□
　
　
　
　
　
　
□

　
日
本
お
み
や
げ
ア
カ
デ
ミ
ー
グ
ラ

ン
プ
リ
は
、
同
運
営
委
員
会
の
松
井

道
昭
委
員
長（
京
都
府
・
松
井
物
産
）

が
検
討
状
況
を
報
告
し
た
。

　
優
れ
た
み
や
げ
品
を
表
彰
す
る
日

本
お
み
や
げ
ア
カ
デ
ミ
ー
グ
ラ
ン
プ

リ
は
、
み
や
げ
品
の
販
売
促
進
、
み

や
げ
業
界
に
携
わ
る
人
々
の
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
回
復
を
目
的
に
２
０
０
０

年
か
ら
実
施
。
２
０
１
５
年
ま
で
９

回
開
催
さ
れ
た
が
、
２
０
１
６
年
の

第

回
は
熊
本
地
震
の
影
響
で
中

止
。
こ
れ
を
機
に
さ
ら
な
る
内
容
の

充
実
に
向
け
て
、
事
業
内
容
を
ゼ
ロ

ベ
ー
ス
で
検
討
す
る
こ
と
が
決
ま
っ

て
お
り
、
現
在
ま
で
同
委
員
会
で
議

論
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

　
委
員
会
で
は
会
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
も
行
い
、
そ
の
内
容
を
踏
ま

え
て
事
業
の
あ
り
方
を
検
討
。
店
舗

単
独
で
商
品
開
発
を
行
う
の
が
困
難

と
の
意
見
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域

や
支
部
、
県
単
位
で
商
品
開
発
を
行

い
、
共
同
開
発
商
品
を
エ
ン
ト
リ
ー

す
る
手
法
や
、
商
品
の
エ
ン
ト
リ
ー

に
と
ど
ま
ら
ず
、
各
地
で
取
り
組
ん

だ
商
品
開
発
の
プ
ロ
セ
ス
を
舞
台
で

発
表
す
る
な
ど
の
案
が
上
が
っ
て
い

る
。

　
既
に
北
海
道
支
部
で
商
品
の
共
同

開
発
が
進
め
ら
れ
、
支
部
加
盟
店
限

定
商
品
と
し
て
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
北
海
道

で
行
う
国
内
旅
行
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
日
本
の
旬
北
海
道
」
（

月
か
ら

来
年
３
月
ま
で
）
に
合
わ
せ
て
発
売

す
る
予
定
。

　
委
員
会
で
は
今
後
も
連
盟
会
員
か

ら
意
見
を
聞
く
な
ど
し
て
、
事
業
内

容
を
検
討
。２
０
２
０
年
を
め
ど
に
、

新
し
い
ス
タ
イ
ル
で
開
催
す
る
予
定

だ
。

　
　
　
□
　
　
　
　
　
　
□

　
連
盟
本
部
か
ら
付
議
さ
れ
た
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
議
案
に
対

し
、
連
盟
の
諮
問
機
関
、
み
や
げ
み

ら
い
委
員
会
の
松
岡
光
政
委
員
長

（
鹿
児
島
県
・
知
覧
パ
ラ
ダ
イ
ス
）

が
答
申
。
来
年
４
月
に
Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
新

体
制
と
な
り
連
盟
の
支
部
事
務
局
も

現
在
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
国
内
旅
行
企
画
に
移

行
す
る
こ
と
か
ら
、
連
盟
も
新
体
制

に
呼
応
し
た
支
部
体
制
に
再
編
、
そ

の
機
能
強
化
を
図
る
と
し
た
。

　
　
　
□
　
　
　
　
　
　
□

　
会
員
の
若
手
社
員
ら
の
育
成
塾

「
み
や
げ
塾
」
は
、
１
９
９
９
年
か

ら
今
年
ま
で
計

回
開
講
。
延
べ
参

加
者
は
４
５
７
人
を
数
え
て
い
る
。

　
毎
回
２
泊
３
日
の
日
程
で
、
観
光

業
界
の
各
分
野
の
専
門
家
の
講
義
を

聞
く
と
と
も
に
、
講
義
の
内
容
を
も

と
に
業
界
を
取
り
巻
く
諸
問
題
の
解

決
策
を
受
講
者
同
士
が
議
論
、
発
表

し
て
い
る
。

　
総
会
で
は
、
今
年
３
月
１
～
３
日

に
行
わ
れ
た
第

回
み
や
げ
塾
の
一

部
を
再
現
。
接
遇
マ
ナ
ー
講
師
の
ヒ

ュ
ー
マ
ン
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

サ
ー
ビ
ス
代
表
、
権
代
美
重
子
氏
が

「
お
み
や
げ
品
販
売
に
お
け
る
付
加

価
値
～
接
遇
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。

　
ま
た
受
講
者
を
代
表
し
て
宮
交
シ

ョ
ッ
プ
ア
ン
ド
レ
ス
ト
ラ
ン
（
宮
崎

市
）
の
大
久
保
み
き
氏
が
、
塾
の
感

想
や
、
塾
で
学
ん
だ
内
容
を
自
社
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
る
事
例
を

語
っ
た
。

　
次
回
の
第

回
み
や
げ
塾
は
来
年

２
月

～

日
、
東
京
都
多
摩
市
の

Ｊ
Ｔ
Ｂ
研
修
施
設
「
フ
ォ
レ
ス
タ
」

で
行
う
予
定
。

　
　
　
□
　
　
　
　
　
　
□

　
河
合
会
長
は
あ
い
さ
つ
で
、
旅
行

の
個
人
化
な
ど
、
環
境
の
変
化
に
対

応
す
る
必
要
性
を
強
調
。
「
私
た
ち

の
商
環
境
は
決
し
て
良
好
で
は
な

い
。
団
体
を
柱
と
し
な
が
ら
も
、
個

人
旅
行
者
を
積
極
的
に
取
り
込
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
る
る
ぶ
ト
ラ
ベ

ル
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
）
の
お
み
や
げ
券
付
き

宿
泊
プ
ラ
ン
に
参
画
す
る
な
ど
、

〝
タ
ビ
ナ
カ
需
要
〟
を
積
極
的
に
取

り
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
訴

え
た
。

　
表
彰
で
は
、
契
約
店
に
多
く
の
送

客
を
し
た
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
個
所
を
表
彰
す

る
「
ダ
イ
ヤ
ス
タ
ン
プ
収
受
実
績
Ｊ

Ｔ
Ｂ
優
秀
個
所
表
彰
」
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と

多
く
の
取
引
を
し
た
連
盟
会
員
を
表

彰
す
る
「
ダ
イ
ヤ
ス
タ
ン
プ
取
扱
実

績
優
秀
加
盟
店
表
彰
」な
ど
を
実
施
。

　
ま
た
今
年
か
ら
「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
表
彰
個

所
か
ら
の
推
薦
加
盟
店
」
を
選
定
。

楽
し
い
口
上
が
修
学
旅
行
の
生
徒
ら

に
人
気
の
神
仙
境
（
奈
良
市
）
が
選

ば
れ
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の

橋
広
行
社
長
か

ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

　
来
年
の
第

回
通
常
総
会
は
首
都

圏
支
部
の
担
当
で
東
京
都
内
で
開
催

す
る
。

（７） 第２９１２号第３種郵便物認可２０１７年（平成２９年）１０月２１日（土曜日）


